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■ 国内トップシェアを実現する３つの事業

振動を再現する

振動シミュレーションシステム
振動を計測する

メジ リングシステム

ＤＳＳ事業 ＭＥＳ事業
振動シミュレ ションシステム

メジャリングシステム

振動問題を解決する
ＴＳＳ事業MEＳ

954百万円
（15 6％） 振動問題を解決する

テスト＆ソリューションサービス
総額

6,119百万円

（15.6％）

TSS
1,056百万円

（17.3％）

ＤＳＳ
4,108百万円

（67.1％）
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（2013年9月期 連結売上高）

（ ％）



■ 決算概要

13/9期

実績

12/9期

実績
コメント

（単位：百万円）

実績 実績
メ ト

売上高 6,119 5,900
自動車関連業界向け複合環境ＤＳＳ、海外向けＤＳＳ、受託試験
の好調な売上により、前年同期比103.7％の増収となりました。

経常利益 726 658 増収効果により 前年同期比110 3％の増益となりました経常利益 726 658 増収効果により、前年同期比110.3％の増益となりました。

純資産 3,086 2,702 当期純利益（448百万円）の計上により順調に増加しました。

フリーキャッシュフロー 90 377
営業収入の減少（棚卸資産の増加分による支出・法人税等の支
出）により悪化しました。設備関連の支出は前期並みでした。

売上高経常利益率 11.9％ 11.2％
販売費一般管理費が上昇したものの、営業外利益（賃貸収入・
為替差益）の増加により改善いたしました為替差益）の増加により改善いたしました。

自己資本比率 39.8％ 35.9％
当期純利益（448百万円）の計上により純資産が増加し、安定性
がさらに向上しました。

自己資本当期純利益率 15 5％ 14 1％
当期純利益（448百万円）の計上により、純資産に対するリターン自己資本当期純利益率

（ＲＯＥ）
15.5％ 14.1％

当期純利益（ 百万円） 計 、純資産 対す リ
はさらに改善しました。

総資産経常利益率

（ＲＯＡ）
5.9％ 5.1％ 利益拡大に合わせ、資産効率も向上しました。
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■ 主な取り組み

○当該決算期 おけ 取組

●新製品の導入
無線型振動計「カードバイブロAir２」を2012年12月にリリース

○当該決算期における取組み

無線型振動計 カ ド イ 」を 年 月にリリ

●欧州における販売・マーケティング体制の強化
ドイツ及び英国を中心とした欧州における振動シミュレーションシステム事業への
取組みを加速するため 2013年2月に英国現地法人IMV EUROPE LIMITEDを設立取組みを加速するため、2013年2月に英国現地法人IMV EUROPE LIMITEDを設立

●中国における情報収集の強化
中国における情報収集・各種マーケティング活動を展開することを
目的とし、上海市に上海代表所（駐在員事務所）を2013年5月に開設

●販路拡大に向けた展示会参加
「ICCI2013」出展（トルコ開催）
「ICSV20th展示会」出展（バンコク開催）会 出 開催

copyright©IMV CORPORATION 2013 All rights reserved
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トルコでの展示会
（ICCI2013）

バンコクでの展示会
（ ICSV20th展示会）



■ 決算概要（連結）

（単位：百万円）

13/9期

実績

12/9期

実績
増減額 増減率

13/9期

予想
増減率

実績 実績 予想

受注高 6,413 6,452 △39 △0.6％ － －

売上高 6,119 5,900 219 +3.7％ 6,000 +2.0%, , ,

営業利益
（営業利益率）

647
（10.6％）

666
（11.3％）

△18 △2.8％ 500
（8.3％）

+29.5%

経常利益 726 658 +67 +10 3％ 500 +45 3%
（経常利益率） （11.9％） （11.2％）

+67 +10.3％
（8.3％）

+45.3%

当期純利益
（当期純利益率）

448
（7.3％）

360
（6.1％）

+88 +24.5％ 300
（5.0％）

+49.6%

設備投資額 210 419 △209 △49 9％ 215 △2 5%設備投資額 210 419 △209 △49.9％ 215 △2.5%

減価償却費 258 191 +67 +35.1％ 343 △24.8%

研究開発費 294 249 +45 18 1％ 224 +31 3%

※△は損失、減少を表します。 従業員数には、期中平均臨時従業員数を含みます。

研究開発費 294 249 +45 18.1％ 224 +31.3%

従業員数（人）※ 220 213 +7 +3.3％ － －

売上高は前期比219百万円増収の6 119百万円となりました 研究開発費等の増加による販売管理費の増加により 営業利益は
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売上高は前期比219百万円増収の6,119百万円となりました。研究開発費等の増加による販売管理費の増加により、営業利益は
前期比18百万円減益の647百万円となりました。営業外利益（賃貸収入・為替差益）の増加により経常利益は前期比67百万円増益
の726百万円となりました。当期純利益は前期比88百万円増益の448百万円になりました。 5



■ 受注の状況

4 000

（百万円）
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■ 営業利益増減要因（連結）

750

（百万円）

原価率低減による
売上総利益の増加

650

700

売上高増加による

+12百万円

販管費の増加
百 円

600

650 売上高増加による
売上総利益の増加

+80百万円 △18百万円
の減益

△112百万円

550

12/9期 13/9期

450

500
/ 期

営業利益
666百万円

/ 期
営業利益
647百万円

増収による売上総利益の増加がありましたが、海外進出に伴う人材確保による労務費の増加、新製品開発による研究開

400
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増収による売上総利益の増加がありましたが、海外進出に伴う人材確保による労務費の増加、新製品開発による研究開
発費の増加等により販管費が増加したため、営業利益は18百万円の減益となりました。
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■ 輸出比率の増減
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（百万円）
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■ 品目別ポートフォリオ

◯ 品目別売上構成率 ◯ DSS ◯ MES ◯ TSS

DSS MES TSS （百万円） （百万円）（百万円）

16% 17%90%
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ＤＳＳの国内、海外売上が増加し品目別売上構成率は67％となりました。MESは震災特需の一巡等により売上は減少しま
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国内、海外売 増加 品目別売 構成率 ％ 。 震災特需 巡等 売 減
した。また、ＴＳＳは順調に当期における過去最高売上高を更新しております。
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■ ＤＳＳ ～概況～

13/9期 12/9期 増減額 増減率

％

車両・車載機器向け売上は、リチウムイオン
電池 ＥＶ対応用検査装置仕様の増加に伴

（単位：百万円）

車両・車載機器向け 3,182 2,856 +326 +11.4％

電気機器向け 96 159 △63 △39.7％

航空・宇宙用機器向け 29 186 △156 △84.1％

電池、ＥＶ対応用検査装置仕様の増加に伴
い好調に推移いたしました。

ヨーロッパ市場におけるDSS事業の販売・
マーケティング活動強化のため、2月に英国航 宇宙用機器向け ％

その他用途向け 299 211 +88 +41.8％

点検・修理 500 457 +42 +9.4％

ケ ィ 活動強化 、 月 英国
現地法人IMV EUROPE LIMITEDを設立い
たしました。

ヨーロッパ及びロシアにおいて車両・車載機
器向けのDSS売上も増加しております

合計 4,108 3,871 +237 +6.1％
器向けのDSS売上も増加しております。

3 000

3,500
12/9期 13/9期

（百万円）

1,500

2,000

2,500

3,000

0

500

1,000

車両 車載機器 電気機器 航空 宇宙用機器 その他用途 点検 修理
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車両・車載機器 電気機器 航空・宇宙用機器 その他用途 点検・修理



■ ＭＥＳ ～概況～

13/9期 12/9期 増減額 増減率

振動計測装置 200 219 △19 △8.7％

（単位：百万円）

メジャリングシステムの分野におきましては、
無線型振動計 「カードバイブロAir２」を

振動監視装置 203 242 △38 △15.7％

地震監視装置 247 186 +61 +33.1％

環境信頼性評価システム 51 72 △20 △28.5％

無線型振動計 カ ド イ 」を
発売いたしました。また、化学・石油プラン
ト向けの地震監視装置は順調に推移し、
またフィリピン、トルコ等の海外へ販路拡
大に向けた活動を行いましたが、振動監

ソリューション事業 42 82 △40 △49.3％

点検・修理 155 170 △15 △9.0％

子会社外部売上 52 83 △31 △37.8％

大 向け 活動 行 、振動監
視装置は震災後に増加した火力発電所
等への納品が一巡し大型案件が減少した
ため、減収となりました。

合計 954 1,058 △104 △9.9％

300 12/9期 13/9期
（百万円）
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0

50

100

振動計測装置 振動監視装置 地震監視装置 環境信頼性 ソリ シ ン事業 点検 修理
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■ ＴＳＳ ～概況～

13/9期 12/9期 増減額 増減率

東京テストラボ 267 300 △32 △10 8％

（単位：百万円）

名古屋テストラボにおける自動車関連業
界のＨＶ・ＥＶ関連等の試験が好調であり東京テストラボ 267 300 △32 △10.8％

大阪テストラボ 402 368 +34 +9.4％

名古屋テストラボ 382 297 +84 +28.4％

界のＨＶ・ＥＶ関連等の試験が好調であり、
また、大阪テストラボにおいては、建機関
連業界を中心とした大型試験機の受託試
験・鉄道車両用機器向けの試験が順調に
推移したことにより テストラボ事業で過去

子会社外部売上 4 4 △0 △2.1％

合計 1,056 970 +86 +8.9％

推移したことにより、テストラボ事業で過去
最高の売上高となりました。

900
1,000
1,100
1,200

12/9期 13/9期

（百万円）

400
500
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700
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東京テストラボ 大阪テストラボ 名古屋テストラボ



今後の取り組み今後の取り組み
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（単位 百万円）

■ 業績の見通し（連結）

14/9期

予想

13/9期

実績
増減額 増減率 概要

売上高 7 000 6 119 +881 +14 4％

（単位：百万円）

売上高 7,000 6,119 +881 +14.4％

DSS売上高 4,842 4,108 +734 +17.9％

MES売上高 994 954 +40 +4.2％

TSS売上高 1,164 1,056 +106 +10.1％売上高 , , ％

海外売上高

（海外売上比率）

1,923
（27.5％）

1,232
（20.1％）

+691 +56.1％

営業利益
（営業利益率）

700
（10 0％）

647
（10 6％）

+53 +8.2％
（営業利益率） （10.0％） （10.6％）

％

経常利益
（経常利益率）

700
（10.0％）

726
（11.9％）

△26 △3.6％

当期純利益 430 448
△18 △4 0％

（当期純利益率） （6.1％） （7.3％）
△18 △4.0％

期初の受注残高 2,676 2,381 +295 +11.2％

設備投資 344 210 +134 +63.8％

減価償却費 299 258 41 15 9％減価償却費 299 258 +41 +15.9％

研究開発費 354 294 +60 +20.4％

従業員数（人）※ 228 220 +8 +3.6％

1株当たり配当金（円）※ 5 00 5 00

copyright©IMV CORPORATION 2013 All rights reserved

1株当たり配当金（円）※ 5.00 5.00 ― ―

※ 従業員数には、期中平均臨時従業員数を含みます。
※13/9期の配当金につきましては、2013年12月開催予定の定時株主総会において上記配当金を附議する予定です。 14



■総括

カードバイブロAir２

●無線通信の安定化
●Tablet（アンドロイド端末）との親和性

名古屋ラボ向け大型試験装置の設置

●設備設置による機会損失解消

Li-Ion電池用複合試験装置

●リチウムイオン電池は試験中に爆発の
危険があり、対応する試験装置を提供

copyright©IMV CORPORATION 2013 All rights reserved

15発火対策試験装置イメージ



■DSS事業の計画

機能強化とコストダウン

業 計画

■DSS事業の海外展開

ヨーロッパの状況

●ドイツにてシ ル ム開設予定●ドイツにてショールーム開設予定
多軸試験装置を設置予定

●イギリスでノックダウン生産開始予定

copyright©IMV CORPORATION 2013 All rights reserved
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ショールーム設置予定の多軸試験機



上海代表所（駐在員事務所）開設

●2013年5月に上海代表所開設●2013年5月に上海代表所開設
●中国におけるマーケティング調査
●アフターサービスを含めた市場の活性化

市場 進アメリカ市場への進出

●Dodson Technical Serviceと代理店契約締結●Dodson Technical Serviceと代理店契約締結
●販売チャンネルの強化
●駐在員派遣
●現地生産を予定●現地生産を予定

copyright©IMV CORPORATION 2013 All rights reserved
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■ MES事業の計画

地震監視装置（SW)の全面改良

●大手計装システムメ カ と安全計装●大手計装システムメーカーと安全計装
（監視システム）を共同開発するため
地震監視装置を改良

カードバイブロAir２の大幅改良

●Tablet画面の見やすさ
●操作性向上

copyright©IMV CORPORATION 2013 All rights reserved
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■MES事業の海外展開

地震監視装置（SW)

フィリピン トルコ 進出フィリピン・トルコへ進出
●地震頻度が高く地震対策の認識高い
●地震に対するインフラが未整備

カードバイブロAir２

フィリピンでの展示会（Philconstruct2013）トルコでのWorkshop

●中国、フィリピン、東南アジアへ販路拡大
350台/年程度の販売を見込む
（国内・海外全体では 1 800台/年の販売を見込む）

copyright©IMV CORPORATION 2013 All rights reserved
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（国内 海外全体では、1,800台/年の販売を見込む）



■TSS事業の計画

信頼性試験にチャレンジ

●計測 解析から試験 受託ま サ ビ を ト プ 提供●計測・解析から試験の受託までのサービスをワンストップで提供

計測・解析計測・解析計測・解析製品

copyright©IMV CORPORATION 2013 All rights reserved
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■検討すべき課題

ITインフラの整備

●会計・原価計算・支払業務システムの一元管理による効率化

テストラボの増改築

●東京テストラボの設備老朽化のため検討

大阪工場の増改築

●東京テストラボの設備老朽化のため検討

大阪工場の増改築

●大阪テストラボ増築など大阪工場の有効活用を検討

copyright©IMV CORPORATION 2013 All rights reserved
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■展示会の予定

海外展示会

●3月に「automotive testing expo 2014  INDIA」、
6月に「automotive testing expo 2014  Europe」 に出展予定

国内展示会国内展示会

●5月に「人とくるまのテクノロジー展2014」に出展予定

copyright©IMV CORPORATION 2013 All rights reserved
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本日はありがとうございました。

顧客から信頼を得ることにより
IMVのブランド力をさらに築き上げてまいりますIMVのブランド力をさらに築き上げてまいります。
また、世界NO.1の評価を、
より確固たるものにするためより確固たるものにするため、
今後も世界で戦ってまいります。

一層のご支援、ご鞭撻
よろしくお願い申し上げます。

代表取締役会長 小嶋 成夫

copyright©IMV CORPORATION 2013 All rights reserved
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ありがとうございました

代表取締役会長 小嶋 成夫

代表取締役社長 岡本 二朗

経営企画本部長代行 濱里 一也

IR窓口：経営企画本部企画部 IR担当 中上

■ お問合せ先

経営企画本部長代行 濱里 也

IR窓口：経営企画本部企画部 IR担当 中上

TEL：06-6478-2565 FAX：06-6478-2567

E-MAIL：imvir@imv.co.jp http://www.imv.co.jp

○免責事項

本資料は当社をご理解いただくために作成されたもので、当社への投資勧誘を目的としておりません。投資に関する決定は、ご自

身のご判断において行われるようお願いします。

本資料を作成するに当たっては正確性を期すために慎重に行っておりますが、完全性を保障するものではありません。本資料中

の情報によって生じた障害や損害については、当社は一切責任を負いません。

本資料中の業績予想ならびに将来予測は、本資料作成時点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、潜在的なリス
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クや不確実性が含まれています。そのため、事業環境の変化等の様々な要因により、実際の業績は言及または記述されている将来

見通しとは大きく異なる結果となることがあることをご承知おきください。
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■ 貸借対照表の概要（連結）

13/9期末 12/9期末 増減額 13/9期末 12/9期末 増減額

（単位：百万円）

流動資産 4,827 4,519 +307 流動負債 3,798 4,172 △373

現金預金 1,317 1,117 +200 仕入債務 1,047 1,370 △324

売上債権 1 669 2 005 △335 短期有利子負債 1 884 1 974 △89売上債権 1,669 2,005 △335 短期有利子負債 1,884 1,974 △89

棚卸資産 1,621 1,200 +421 その他流動負債 866 827 +39

その他流動資産 219 197 +22 固定負債 877 662 +215

固定資産 2,935 3,017 △82 長期有利子負債 581 353 +228

有形固定資産 2,754 2,874 △119 その他固定負債 295 309 △13

無形固定資産 25 22 +2 負債合計 4 676 4 835 △158無形固定資産 25 22 +2 負債合計 4,676 4,835 △158

投資その他資産 154 120 +34 純資産合計 3,086 2,702 +383

資産合計 7,762 7,537 +225 負債・純資産合計 7,762 7,537 +225

資産の部 ：現預金が200百万円増加し、来期売上に起因する棚卸資産の増加が421百万円ありました。

負債の部 ：生産性向上等により仕入債務が324百万円減少し、短期有利子負債は89百万円減少いたしました。

長期有利子負債は 228百万円増加いたしました

copyright©IMV CORPORATION 2013 All rights reserved

長期有利子負債は、228百万円増加いたしました。

純資産の部 ：純資産は383百万円増加いたしました。
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■ キャッシュフロー計算書の概要（連結）

13/9期 12/9期 増減額

（単位：百万円）

① 営業活動によるキャッシュ・フロー 261 788 △527

② 投資活動によるキャッシュ・フロー △170 △411 +240

①＋② フリーキャッシュフロー 90 377 △287

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー 57 △127 +184

④ 現金及び現金等価物に係る換算差額 41 1 +40

⑤ 現金及び現金同等物の増減額 189 251 △61

⑥ 現金及び現金同等物期首残高 921 670 +251

⑦ 現金及び現金同等物四半期期末残高 1,111 921 +189

営業CF ：税金等調整前当期純利益721百万円等の増加要因が 棚卸資産の増加417百万円等の減少要因を上回ったことにより 261営業CF ：税金等調整前当期純利益721百万円等の増加要因が、棚卸資産の増加417百万円等の減少要因を上回ったことにより、261
百万円の増加となりました。

投資CF ：有形固定資産の取得による支出159百万円等により、170百万円の減少となりました。

フリーキャッシュフロー：営業収入の増加（期初売掛債権の増加分回収）がありましたが、営業支出（棚卸資産購入による支出、法人税等）の支
払により フリーキャッシュフローは90百万円となり 前年同期比287百万円減少いたしました
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払により、フリ キャッシュフロ は90百万円となり、前年同期比287百万円減少いたしました。

財務CF ：長期借入金の純増額107百万円の増加により、57百万円の増加となりました。
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■ 会社概要（2013年９月期連結）

社 名 : IMV株式会社 （英文社名：IMV CORPORATION）

証 券 コ ー ド : 7760 （東京証券取引所JASDAQ市場／精密機器）

設 立 : 1957年4月17日

事 業 概 要 : 振動シミュレーションシステム及びメジャリングシステムの製造・販売
及びテスト＆ソリューションサービスの提供

代 表 者 : 代表取締役会長 小嶋 成夫

代表取締役社長 岡本 二朗代表取締役社長 岡本 二朗

売 上 高 : 6,119百万円

経 常 利 益 : 726百万円経 常 利 益 : 726百万円

資 本 金 : 464百万円

従 業 員 数 : 220人 （41名の期中平均臨時従業員含む）従 業 員 数 : 220人 （41名の期中平均臨時従業員含む）

本 社 所 在 地 : 大阪市西淀川区竹島2-6-10 

（本社/ＤＳＳ事業本部/ＭＥＳ事業本部/東京営業所/大阪営業所/名古屋営業所/

copyright©IMV CORPORATION 2013 All rights reserved

東京テストラボ/大阪テストラボ/名古屋テストラボ）
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■ 会社沿革

1 9 5 7 年 4 月 株式会社国際機械振動研究所を設立

1 9 7 4 年 1 0 月 会社更生法を大阪地裁へ申請

小嶋成夫（現会長）が更生管財人として自力再建を開始

1 9 8 5 年 7 月 残3回の弁済計画を繰り上げ、会社更生手続きを終結

1 9 9 4 年 9 月 日東精機㈱を100%子会社化

1 9 9 8 年 4 月 国内初のテストラボ専用施設を完成 （東京工場敷地内）

2 0 0 5 年 5 月 本社・大阪工場を大阪市西淀川区に移転・統合

2 0 0 5 年 6 月 大阪テストラボ開設

2 0 0 5 年 7 月 ジャスダックに上場2 0 0 5 年 7 月 ジャスダックに上場

2 0 0 7 年 9 月 名古屋テストラボ開設

2 0 0 9 年 3 月 大阪テストラボに鉄道車両機器向け新試験棟開設

2 0 0 9 年 1 2 月 ㈱データ・テクノを100%子会社化2 0 0 9 年 1 2 月 ㈱データ・テクノを100%子会社化

2 0 1 0 年 2 月 ブリュエル・ケアー社（Ｂ＆Ｋ社）と業務提携

2 0 1 0 年 1 2 月 東京営業所を浜松町へ移転

年 月 英国に を開設2 0 1 1 年 1 0 月 英国にIMV CORPORATION EUROPEAN TECHNICAL CENTRE を開設

2 0 1 1 年 1 1 月 タイにIMV(THAILAND) CO.,LTD.(子会社) を設立

2 0 1 3 年 2 月 英国にIMV EUROPE LIMITED(子会社)を設立
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2 0 1 3 年 5 月 中国に上海代表所（駐在員事務所）を開設
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■ 経営理念
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